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２教科の調査の合計

令和８年度 全国学力・学習状況調査（教科に関する調査） 
学校別平均正答率、平均 IRTスコアの分布  

【グラフの見方】 
○ 下のグラフは、学校ごとに小学校２教科、中学校２教科の調査の正答率を合

計し分布を表したものです。正答率は、正答した問題数の割合を百分率（％）
で表しており、１００点満点に置き換えて考えることもできます。 

 国語 算数・数学 合計 
小学校 １００ １００ ２００ 
中学校 １００ １００ ２００ 
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（中学校）１２２校  
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←全国１２１ 愛媛県１２０→ 

（校） 
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２教科の調査の合計 
（点） 

←全国１１７ 愛媛県１１５→ 

（校） 

（点） 
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【グラフの見方】 
○ 下のグラフは、学校ごとに中学校英語調査の平均ＩＲＴスコアの分布を表し
たものです。ＩＲＴスコアとは、項目反応理論と呼ばれる統計理論に基づいて、
各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、５００を基準にした得点で表
すものです。 

 
 
 
 
 
 

 

（中学校）１２２校  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

←全国４９９ 愛媛県４８５→ 

（校） 

430   440   450    460    470   480    490    500    510    520    530    540    550 以上 

中学校英語調査の平均ＩＲＴスコア （スコア） 

・ＩＲＴでは、従来のように、全ての生徒が同一の問題セットに一斉に解答
し、その正答数から正答率を算出する方式とは異なり、複数の問題セットが
用意され、個々の生徒が異なる問題セットに解答しても、学力スコアを推定
することができる。 

・ＩＲＴを導入する年の全国平均を基準値とし、経年比較が可能となる。 


